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高校生と語る 未来の安曇野
ふれあいミーティング in 南安曇農業高校
昨年 2 月の穂高商業高校での開催に続き、市長と語る「ふれあいミーティング」を南安曇農業
高校で開催しました。問秘書広報課　471・2400　671・5000
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長野県南安曇農業高等学校
大正 9 年に県立甲種農学校として
開校。開校時より、質実剛健・地
域の先達・世界に飛躍という３つ
の教育指針を掲げる。グリーンサ
イエンス科・生物工学科・環境ク
リエイト科に 323 名が在籍。平成
27 年に市と農業分野における相互
発展のための連携協定を締結した。
来年は創立 100 周年を迎える。

農産物のブランド力を高めるには

農業後継者の確保・育成

CSF（豚コレラ）対策

生徒　安曇野には、リンゴやワサビなどの特産品があ
りますが、農産物のどんな点を売り出したいか分かり
づらいと感じます。そのような情報をまずは市民含め
て全体に広がるような活動をすれば、ブランド力を高
められると思います。

市　市の農産物は、風光明媚な景観や洗練された安曇
野のイメージと結び付けてブランド化されていること
が多いといえます。また、ブランド化という点におい
ても、安曇野ならではのお土産を作ることの必要性を
感じています。ぜひ、皆さんからもご提案をいただけ
ればと思います。

生徒　特定の農産物を売り込むだけではなく、地域食
材を生かした商品開発として、安曇野産の農産物を使
ったレシピを募れば、市民全体にブランドづくりを広
めることにつながると思います。また、話題も提供で
きるのではないかと思います。

生徒　農業に親しんでもらうため、小さな頃の体験が
大切だと思います。南農では、堀金小学校と連携して、
農業の授業をしています。同じような取り組みが他校
でもしたらどうかと思います。

市　体験で学んだものは年を取っても忘れないものだ
と考えます。農業を学ぶことで、仲間を大切にするこ
と、愛情を注ぐことを学ぶなどの波及効果もあると思
います。すでに多くの小学校では農業体験に取り組ん
でいますが、教育効果を検証しながら、小中学校全校
で取り組んで良いと考えます。

生徒　学校開放講座でも農業の楽しさを伝える取り組
みをしています。ただ、楽しさを伝えるだけでは不十
分で、大変さも伝えられたらと思います。農業の実態
を地域に伝えられなければ、農業後継者の確保につな
がらないと考えます。

市　実際に農業を経験している人が少なくなり、農業
の理解も得られない状況です。多くの皆さんに農業を
体験していただく大変意義ある取り組みだと思いま
す。市としてお手伝いできることがあれば相談いただ
きたいです。

生徒　安曇野は観光客も多いので、CSF（豚コレラ）や
鳥インフルエンザが入ってくることが心配です。人が
多く集まる場所に消毒を置いたらどうでしょう。

市　すべての施設で消毒というのは難しい部分もあり
ますが、できる限りの対策を講じていきます。また、
生徒の皆さんが高校の正門に石灰を撒いてくれたこと
は、緊急性があることを市民に広く知っていただくこ
とにつながりました。

市の農業振興 確かな食でつながる　水とおひさまの郷

今回の意見交換会では「農業振興」を中心としたテーマを設けさせていただ
きました。市は、体験や観光を取り入れた農業を推進するため、農家民宿に取
り組んでいます。参加した生徒は 4,700 人を超え、年々増加傾向にあるなど、
一定の成果を上げることができました。また、荒廃農地の解消の取り組みとし
て、明科地域の農業を守る会を中心に地域と行政が一丸となり、明科天王原の
荒廃農地 10 ヘクタールをワイン用のブドウ畑として再生しました。そのほか、
新規就農者確保の一環として、首都圏で「農のある暮らし」の魅力を伝える取
り組みや、ワサビや日本酒などの安曇野ブランドを海外に広める仕組みづくり
にも取り組んでいます。

今後も各部局が連携しながら、さらなる農業振興策を講じてまいります。
安曇野市長　宮澤宗弘

地域一丸となって取り組んだ天王原の農地
再生。南安曇農業高校の皆さんも作業に参
加しました。
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